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「講演と癒しのコンサート」の開催予定 

 

毎年秋の恒例イベントである「講演と癒しのコンサート」を今年は次の予

定で開催します。奮ってご参加ください。お待ち申し上げます。 

 

 ・日 時  平成２６年１０月１８日（土）１４：００～１６：３０ 

 ・場 所  大阪中央電気倶楽部 

・演 目  

第１部 講演 

「先人に学ぶ心の持ち方」 

～高齢化社会を迎えて～   

   永島龍弘 遺跡本山観心寺 住職  

    第２部 癒しのコンサート 

        ソプラノ： 柴田千恵子  ピアノ： 大冨 栄里子  

      曲目：浜辺の歌、初恋、落葉松、オペラ「ジャンニ・スキッキ」

「ラ・ポエーム」から等。 
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第 5 号 

大阪活性化推進総研     

 ニュース  

秋のウォーキングが始まります               

● 第１回「関空の街、泉佐野・田尻を歩く」コース（約８km） 

実施日      ； １０月１４日（火)、 予備日 １０月１７日（金）                 

コース        ；上善寺―春日神社―新川家―豪商食野家跡―いろは蔵― 

漁港・青空市場（昼食）―臨空公園―孝子越街道―田尻歴史館 

案内者    ；泉佐野観光ボランティア協会 

同行責任者  ；西田喜代志 （携帯電話番号、東井清彦 090-8448-0706） 

集合時間・場所； 10 時 00 分、南海本線「泉佐野」駅改札口前 

解散時間・場所； 15 時 00 分予定、南海本線「吉見ノ里」駅前 

●第２回「藤井寺 歴史探訪」コース（約５km） 

実施日    ； １０月２３日（木)、 予備日 １０月２８日（火）   

コース    ；道明寺天満宮―道明寺―仲姫皇后陵古墳―古室山古墳― 

赤面山古墳―大鳥塚古墳―応神天皇陵古墳―アイセル 

シュラホール（昼食）―辛国神社―葛井寺―藤本酒造 

案内者    ；藤井寺観光ボランティアの会 

同行責任者  ；中谷一夫（携帯電話番号 090-1441－9060） 

集合時間・場所； 10 時 00 分、近鉄南大阪線「道明寺」駅改札口前        

解散時間・場所； 15 時 00 分予定、近鉄南大阪線「藤井寺」駅前 
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●第３回「浄瑠璃寺・岩船寺・当尾 石仏の道」コース（約 2.6km） 

実施日    ；１１月１０日（月)、 予備日  １１月１３日（木）   

コース    ；JR 加茂駅（コミュニティバス 10:14 発）―岩船寺― 

（拝観・昼食）―三体地蔵磨崖仏―ミロクの辻― 一願 

不動―わらい仏―カラスの壺二尊―あたご灯籠― 

藪の中三尊―浄瑠璃寺―解散 14：30、バス 14:44 発 JR 加

茂駅へ） 

同行責任者  ； 佐藤徳治 （携帯電話番号 090-5251-8906） 

集合時間・場所； 10 時 00 分、JR 関西本線「加茂」駅改札口 

解散時間・場所； 15 時 00 分予定、浄瑠璃寺コミュニティバス停 

 

●第４回「嵯峨野の紅葉巡り」コース（約４km） 

実施日    ； １１月２６日(水)、 予備日 １２月１日（月） 

コース    ； 法輪寺―野宮神社―常寂光寺―落柿舎―（昼食）祇王寺 

付近―祇王寺―大覚寺―清涼寺 

案内者    ； 京都史跡ガイドボランティア協会 

同行責任者  ； 川又 肇 （携帯電話番号、090-7110-3916） 

集合時間・場所； 10 時 00 分、阪急嵐山線「嵐山」駅改札口 

解散時間・場所； 15 時 00 分予定、阪急嵐山線「嵐山」駅 解散 

 

 

 

キャリア教育のお手伝い 

岡本 宗満 

初めて教壇に立ち新聞記者の仕事について話してから８年。あの時の中学

生は大学を卒業して今年就職しているはず。自分の人生を決める就職活動

に、あの時話したことが少しでも役立ててもらえただろうか。などと考えた

りする。   

新聞記者といってもスポーツ紙のプロ野球担当記者の仕事内容や生活を聞

いてもらっただけ。そんなに大した仕事でもないので難しい話は何一つして

いない。しかし、毎日が刺激ある楽しい仕事だと伝えた。プロ野球を担当す

ると２月から１０月は月の半分が出張。日曜日に休めるのは月の１回。帰宅

するのは真夜中で、家族は寝ている。目を覚ましたとき子供たちは学校。同

じ家に暮らしていながら顔を合わさない日が３日も４日も続く。  

などと話していくと不思議な仕事だと感じるようだ。それでも取材で全国

に出張するから、北海道から沖縄まですべての都道府県を知っている、とい

う話題には目を輝かせる。有名選手と間近で話ができる仕事は、野球が好き

な生徒にはたまらなく魅力的に感じるようだ。                                                    

彼らが報道関係に就職していなくても、中学生当時、「新聞記者は面白そ

う」と思ってくれた生徒が一人でもいれば、それはもう大きな喜びで、子供

たちに少しだけでも興味を示してもらえたら嬉しくなり、キャリア教育に参

加させてもらっていることに感謝している。 

５５歳を過ぎるまで大勢の人を前にして話すことはなかった。会社の会議

室で管理職らしいことを喋るにしても精々２０人ほど。１００人以上となる

とそれなりに緊張して、最初のころはしどろもどろ。文字通り手探り状態。

こんな話でよかったのだろうか、もっとこっちの話に時間をかけるべきでは

なかっただろうか、と自問自答。教室内がザワザワしたり、横を向く生徒が

増えてきたりすると辛くなってくる。 
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生徒さんたち、ありがとう 
                             堀川ひろ子 

岐阜県高山市在住でありながら、出前授業のメンバーに加えていただいて

います堀川ひろ子です。２０００年よりＮＰО、ＮＧОのメンバーとして、

また個人として行ってきました地雷撤去やアフガニスタンでの孤児支援をは

じめ、途上国での草の根支援活動で体験したことを子供の話を中心にさせて

頂いています。 

写真による視覚、話の聴覚、関連したものを手にとる触覚、心に直接感じ

る感覚をフル活用した授業をするよう心がけています。頂いた多くの感想文

から自分の話が、生涯で最も多感な年頃の子ども達に、心を育てる種蒔をし

ている実感があり、いい機会を頂けたと大変感謝しています。生徒さん達の

すなおな優しい文章にいつも涙があふれます。 

ウガンダの反政府ゲリラ「神の抵抗軍」の話への６年生Ｙさんの感想文か

らご紹介します。 

◆悲しくなったことはゲリラが子供に親を殺せと言ったことです。それが無

理なら腕を切り落とせ、しないならお前を殺す！私も当然いやです。お母さ

んは家で「ママはあんたが殺されるのだったらママを殺してって言うわよ、

いいよいいよ、ママの腕切ってって言うわ～。きっとむこうのお母さんもそ

う言ったと思うわ。あんたが殺されるんやったらママが殺されたほうがまし

やって」私はそれを聞いて涙が出ました。机の上は水たまりのようでした。

とても嬉しくって。 

◆家族といっしょに居れること、ご飯を毎日食べれること、友達と遊べる 

こと、あたりまえのことは実はとても平和ですてきなんだなと思いました。

◆日本は平和だなと改めて実感しました。 

◆雑草を食べている子をみて食べ物をあげたい、と思いました。そして給食

を残したり、物を大事にあつかわないのはいけないことやと思いました。 

◆児童会で募金活動をするのが、めんどうくさいと思っていました。でも私

が募金活動をすることで一人分の義足を買えると思うと今までの自分が恥ず

かしくなりました。学校での募金は３日間で４万円集まります。このお金で

４人の人が義足を買えると思うと嬉しいです。 

◆子供なのに働いていてすごいな、と思いました。◆戦争は絶対したらいけ

ないと思いました。◆大変心にしみました。この話は忘れないでずっと心に

残しておきます。 

大変騒ぐ生徒がいるので、時間を半分にして２クラスに分けて授業をして

欲しいと、先生から何度も電話があった学校の例です。 

それではちゃんと伝えられないので、冒険かもしれないけどあえて１クラ

スでフルタイムでとお願いしました。 

 




 

３年目あたりから生徒たちに笑ってもらえる話題を織り交ぜることができ

るようになった。自分の経験談を話しながら、本当は私自身の人生勉強をさ

せてもらっていた。 

記事を書くことの難しさより、初めて会った選手や監督、コーチとしっか

り話ができるかどうか。自分の聞きたいことを伝えられるかどうかが新聞記

者として最も大事なこと。文章の巧拙より、初対面の人とでも話ができるか

どうかが新聞記者に求められること、と締めくくる。あいさつをして教室を

出ていく時に拍手で送られることがある。そんな時はもう涙がこぼれ落ちそ

うになる。ありがとう、とこちらから頭を下げたいくらいになる。自分も少

しはキャリアを積んだかな、とうれしくなる瞬間でもある。 
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その問題児５年生のヤンキー風のＦ君は騒ぐこともなく無事授業を終える

ことが出来ました。 

彼の感想文です。 

◆「ぼくは戦争にあまり興味がなかったけど今日の話を聞いて戦争は本当に

こわいと思いました。僕は獣の心をちょっと持っているので天使の心になる

ように魔法の言葉（ありがとう）と天使の心になるテクニック（笑顔）を心

がけていきます」 

大感激でした。少数ですがこんな勇気のある感想文も。 

◆もっと世界に目を向けたい、戦争の傷跡が残る地域に行って沢山の人を救

いたいと思いました。 

◆私も将来、人の役に立てる人間になりたいなと思いました。 

◆将来の夢は通訳する人になることです。大人になって堀川さんが支援に行

くとき私も一緒に行って通訳したいです！！  

というようなかわいい感想文も。 

生徒さんたち、私の話をちゃんと真剣に聞いて、言ってないことまでもたく

さん感じ取ってくれてありがとう！ 

 
「ＯＤＩゴルフを楽しむ会」                                  

 

 第４回は１２月４日（木）に開催されます。 

 第３回は、６月３日（火）茨木国際ゴルフ倶楽部で開催されました。 

３組９名の参加、猛暑が心配されましたが当日は若干和らぎ、心地よい晴

天・無風の絶好のゴルフ日和に恵まれ全員無事完走。楽しい１日を過ごすこ

とができました。 

この会は、会員同志の親睦を旨として、年に２回開催されます。会員の皆

さんのご参加をお待ちしております。腕に自信のある方もない方も気楽にご

参加下さい。（事務局 平岡） 

                         

編集後記 
 

 ザック Japan の活躍も不完全燃焼であったＷ杯ブラジル大会もドイツの優

勝で終わり、梅雨も明け、いよいよ夏本番を迎えました。このうだるような

暑さに熱中症にならないよう水分補給が欠かせない毎日ですが、いま夏休み

中の子供たちの話題はやはりＵＳＪの「ハリー・ポッター」でしょう。第３

号に寄稿頂いた出雲先生のお話を聴いた生徒さんたちはどんな楽しみ方をす

るのかな。 

この季刊ＯＤＩニュースが今回でやっと５号となりました。これからさら

に充実した誌面にしていきたいと思いますので、会員の皆様方からのご意

見、ご要望を積極的に寄せて頂ければ幸いです。宜しくお願いします。 

（送付先：下記事務局） 

 ＮＰＯ 大阪活性化推進総研（ＯＤＩ） 
  〒５３０－０００５ 

  大阪市北区中之島４－２－２８  

         甲南アセット中之島ビル 

  TEL    070-5043-2507 

  E-mail   npo-odi@nifty.com 

  URL      http://homepage2.nifty.com/Npo-Odi/  


